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少
年
の
拘
禁
体
制
に
関
す
る
二
〇
一
三
年
五
月
二
四
日
の
通
達

　

序
論

　

Ⅰ
―
被
拘
禁
少
年

　

Ⅱ
―�

少
年
に
特
化
し
た
行
刑
施
設
ま
た
は
少
年
区
画
へ
の
若
年
成
人
の

外
的
据
置
（
以
上
、
八
五
巻
二
号
）

　

Ⅲ
―
被
拘
禁
少
年
に
働
き
か
け
る
者

　

Ⅳ
―
拘
禁
体
制

　
　

４
．
３
．
３
―
少
年
の
仕
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
以
上
、
八
六
巻
一
号
）

　
　

４
．
９
―
秩
序
回
復
措
置
（
以
上
、
八
六
巻
二
号
）

　

Ⅴ
―
出
所
計
画
の
準
備
及
び
刑
の
修
正

　

Ⅵ
―
被
拘
禁
少
年
に
適
用
さ
れ
る
懲
戒
体
制
（
以
上
、
本
号
）

（86－4－77）

Ｖ
―
出
所
計
画
の
策
定
及
び
刑
の
修
正

５
．
１
―
出
所
計
画

少
年
の
出
所
計
画
に
つ
き
、
二
つ
を
区
別
す
る
の
が
便
宜
で
あ
る
。

―
勾
留
取
消
の
場
合
の
出
所
計
画

―
刑
の
修
正
ま
た
は
刑
期
満
了
に
お
け
る
出
所
計
画
：
犯
罪
の
変

化
に
司
法
を
適
用
さ
せ
る
二
〇
〇
四
年
三
月
九
日
の
法
律
第
二
〇
〇

四
―
二
〇
四
号
の
規
定
及
び
行
刑
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二

四
日
の
法
律
第
二
〇
〇
九
―
一
四
三
六
号
の
規
定
の
適
用
に
も
と
づ

き
、
教
育
機
関
は
、
刑
の
執
行
及
び
修
正
に
関
す
る
計
画
を
策
定
す

る
。

一
般
原
則
：

　

少
年
司
法
保
護
局
の
機
関
は
、
各
被
拘
禁
少
年
に
対
し
、
彼
ら
の

状
況
全
体
に
関
す
る
出
所
の
計
画
を
立
て
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
特
に
収
容
場
所
、
社
会
復
帰
な
ど
に
従
っ
た
計
画
）。

　

当
該
計
画
の
方
針
及
び
方
法
は
、
収
容
時
か
ら
考
慮
さ
れ
う
る
。

こ
の
場
合
、
出
所
計
画
は
、
少
年
の
収
容
以
前
か
ら
少
年
を
よ
く
知

る
教
育
機
関
に
お
い
て
作
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
に
依
拠
す
る
。

　

少
年
が
拘
禁
状
態
に
到
達
し
て
以
降
は
、
出
所
計
画
の
作
成
が
開

始
さ
れ
、
少
年
の
状
況
の
変
化
に
従
っ
て
調
整
し
て
い
く
。
少
年
司

法
保
護
局
は
、
学
際
チ
ー
ム
と
の
恒
常
的
な
関
係
の
下
、
出
所
計
画
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の
策
定
及
び
実
施
を
主
導
す
る
。

　

学
際
チ
ー
ム
の
会
合
は
、
策
定
段
階
に
お
け
る
特
権
的
機
関
と
な

る
。

有
罪
宣
告
を
受
け
た
少
年
に
関
す
る
特
別
規
定
：

　

有
罪
宣
告
を
受
け
た
被
拘
禁
少
年
は
、
特
に
、
弁
護
人
の
援
助
及

び
親
権
保
持
者
へ
の
情
報
伝
達
に
関
係
す
る
手
続
上
の
特
性
を
留
保

し
つ
つ
、
刑
の
修
正
を
享
受
し
う
る
。

　

行
刑
法
第
八
四
条
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
二
三

―
一
九
条
以
下
に
法
典
化
さ
れ
た
刑
の
修
正
を
簡
易
化
す
る
新
た
な

手
続
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
は
、
少
年
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
七
日
の
デ
ク
レ
第
二

〇
一
〇
―
一
二
七
六
号
（
当
該
デ
ク
レ
は
、
特
に
、
刑
事
訴
訟
法
典

に
、
新
た
な
規
定
と
し
て
第
Ｄ
．
一
四
七
―
三
〇
―
一
四
条
乃
至
第

Ｄ
．
一
四
七
―
三
〇
―
一
八
条
を
導
入
す
る
）
及
び
二
〇
一
〇
年
一

一
月
一
〇
日
の
通
達
は
、
こ
の
新
た
な
規
定
を
少
年
に
適
用
す
る
た

め
の
特
別
な
態
様
を
規
定
し
て
い
る
。

　

同
様
に
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
二
三
―
二
八
条
に
法
典
化
さ
れ
た

刑
の
修
正
が
ま
っ
た
く
な
い
場
合
の
拘
禁
刑
終
了
の
執
行
態
様
（
Ｓ

Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）
は
、
被
拘
禁
少
年
に
適
用
さ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
一
〇

月
二
七
日
の
デ
ク
レ
第
二
〇
一
〇
―
一
二
七
八
号
（
当
該
デ
ク
レ

は
、
特
に
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｄ
．
一
四
七
―
三
〇
―
五
五
条
乃
至
第

Ｄ
．
一
四
七
―
三
〇
―
六
一
条
を
新
た
に
導
入
す
る
）
及
び
二
〇
一

〇
年
一
二
月
三
日
の
通
達
は
、
こ
の
新
た
な
手
続
を
少
年
に
適
用
す

る
た
め
の
特
別
な
態
様
を
規
定
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
ま
た
は
社
会
内
司
法
監
督
の
刑

に
付
さ
れ
る
少
年
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
一
〇
日
の
法
律
第
二
〇
一

一
―
九
三
九
号
に
由
来
す
る
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
四
一
―
一
条
及
び

第
Ｄ
．
五
四
五
条
の
規
定
を
少
年
有
罪
宣
告
者
に
適
用
す
る
方
法
に

関
し
規
定
す
る
二
〇
一
二
年
二
月
二
八
日
の
Ｄ
Ｐ
Ｊ
Ｊ
通
達
の
枠
内

で
、
当
該
通
達
で
決
め
ら
れ
た
手
続
に
従
い
、
召
喚
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５
．
２
―
外
出
許
可
に
関
す
る
規
定

　

少
年
は
、
拘
禁
セ
ン
タ
ー
に
て
適
用
さ
れ
る
外
出
許
可
の
制
度
を

享
受
す
る
。
従
っ
て
、
少
年
が
Ｑ
Ｍ
ま
た
は
Ｅ
Ｐ
Ｍ
に
収
容
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
刑
期
の
三
分
の
一
の
時
点
で
、
少
年
が
法
定
再
犯

の
状
態
で
有
罪
宣
告
を
受
け
た
場
合
に
は
、
刑
期
の
二
分
の
一
の
時

点
で
、
外
出
許
可
を
与
え
ら
れ
る
状
況
に
な
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第

Ｄ
．
一
四
六
―
三
条
）。

　

一
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
関
し
て
は
、
外
出
許
可
申
請
の
審
査
の
た

め
に
、
刑
の
執
行
期
間
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
条
件
も
付
さ
れ
な
い
。
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外
出
許
可
付
与
の
理
由
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｄ
．
一
四
三
条
及

び
第
Ｄ
．
一
四
五
条
に
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｄ
．
一
四
六
条
の
規
定
は
、
少
年
に
も
適
用
さ

れ
る
。
結
果
的
に
、
少
年
に
付
与
さ
れ
る
外
出
許
可
期
間
は
、
五
日

間
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
年
に
一
度
、
一
〇
日
間
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

Ｐ
Ｊ
Ｊ
の
教
育
機
関
は
、
少
年
の
付
添
の
態
様
及
び
家
族
関
係
に

特
に
留
意
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ⅵ
―
被
拘
禁
少
年
に
適
用
さ
れ
る
懲
戒
制
度

　

懲
戒
（
違
反
行
為
、
制
裁
、
手
続
等
）
に
関
す
る
一
般
的
措
置
は
、

成
人
の
被
拘
禁
者
の
懲
戒
制
度
に
関
す
る
二
〇
一
一
年
六
月
九
日
の

通
達
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
被
拘
禁
者
の
懲
戒
制
度
は
、
少
年
に
手
続
を
適
合
さ

せ
、
並
び
に
、
少
年
の
年
齢
及
び
そ
の
人
格
に
懲
罰
を
適
合
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
独
自
の
規
定
を
含
ん
で
い
る
。

６
．
１
―
懲
戒
手
続

　

懲
戒
委
員
会
へ
の
少
年
の
召
喚
命
令
の
複
写
は
、
普
通
郵
便
に
て

親
権
保
持
者
へ
送
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（86－4－79）

６
．
１
．
１
―
少
年
司
法
保
護
局
の
介
入

　

刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
一
四
条
の
適
用
の
も
と
、
少

年
に
対
す
る
懲
戒
の
発
議
（poursuite

）
が
な
さ
れ
る
場
合
、
少

年
司
法
保
護
局
は
、
少
年
の
《
個
人
的
、
社
会
的
、
及
び
、
家
族
状

況
》
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
施
設
長
へ
送
付
す
る
。

　

Ｐ
Ｊ
Ｊ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
報
告
書
は
、
手
続
の
準
備
の
任
を

負
っ
た
下
士
官
（gradé

）
に
送
付
さ
れ
る
。
当
該
報
告
書
は
、
施

設
長
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
専
権
的
管
轄
権
限
に
属
す
る
懲
戒
を
発

議
す
る
こ
と
が
時
宜
に
か
な
っ
て
い
る
か
に
つ
き
意
見
を
述
べ
る
適

性
を
も
っ
た
も
の
と
は
な
り
え
な
い
も
の
の
、
当
該
報
告
書
は
、
少

年
の
人
格
、
家
庭
状
況
、
少
年
が
遭
遇
し
う
る
特
別
な
困
難
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
、
少
年
に
対
し
て
懲
戒
の
発
議
を

な
す
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
施
設
長
に
よ
り
考
慮
さ
れ
る
べ
き

要
素
で
あ
る
。

　

他
方
、
清
掃
活
動
（
公
益
奉
仕
労
働
活
動
）
の
義
務
を
伴
う
執
行

猶
予
を
取
り
消
す
場
合
に
は
、
Ｐ
Ｊ
Ｊ
の
意
見
が
聴
取
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
五
九
条
）。

　

Ｐ
Ｊ
Ｊ
の
枠
に
加
え
て
、
少
年
司
法
保
護
局
の
機
関
の
代
表
者
も

同
様
に
、
施
設
長
の
推
薦
に
よ
り
、
機
関
の
長
の
承
諾
の
も
と
で
、

懲
戒
委
員
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該

代
表
者
は
、
少
年
の
人
格
に
対
す
る
情
報
、
す
な
わ
ち
、
活
動
グ
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ル
ー
プ
内
で
の
少
年
の
態
度
、
職
業
訓
練
へ
の
熱
意
、
家
庭
状
況
等

に
つ
き
、
懲
戒
委
員
会
に
提
供
す
る
た
め
に
、
書
類
検
討
の
間
に
、

審
問
に
参
加
す
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
五
―
二
五
条
）。

重
要
な
の
は
、
最
も
適
切
な
懲
罰
の
言
渡
し
に
必
要
と
な
る
評
価
要

素
を
懲
戒
委
員
会
に
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
可
能

な
限
り
、
報
告
書
の
作
成
者
は
、
担
当
エ
デ
ュ
カ
ト
ゥ
ー
ル
で
あ
る

こ
と
、
及
び
、
そ
の
者
自
身
が
懲
戒
委
員
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
者
は
、
決
定
段
階
に
は
関
与

し
な
い
。

　

エ
デ
ュ
カ
ト
ゥ
ー
ル
が
事
案
の
被
害
者
で
あ
る
場
合
、
調
査
官
に

よ
り
聞
取
り
調
査
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
．
１
．
２
―
弁
護
人
に
よ
る
援
助

　

行
政
と
の
関
係
に
お
け
る
市
民
の
権
利
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
四

月
一
二
日
の
法
律
第
二
〇
〇
〇
―
三
二
一
号
第
二
四
条
に
基
づ
き
、

弁
護
人
に
よ
る
援
助
は
懲
戒
手
続
に
適
用
さ
れ
う
る
が
、
当
該
二
四

条
は
少
年
の
た
め
の
独
自
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。

　

但
し
、
弁
護
士
に
よ
る
少
年
の
援
助
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．

五
七
―
七
―
一
六
条
に
従
い
、
義
務
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

　

少
年
ま
た
は
親
権
保
持
者
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
弁
護
人
が
、
少
年

の
弁
護
を
行
え
な
い
ま
た
は
行
い
た
く
な
い
場
合
、
行
刑
施
設
の
懲

戒
委
員
会
に
引
致
さ
れ
る
者
を
援
助
す
る
弁
護
人
の
報
酬
に
関
す
る

二
〇
〇
二
年
四
月
一
八
日
の
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｊ
Ａ
Ｖ
通
達
の
規
定
に
従
い
、

弁
護
士
会
会
長
へ
国
選
弁
護
人
の
任
命
を
依
頼
す
る
こ
と
が
適
切
で

あ
る
（
当
該
通
達
に
添
付
さ
れ
る
書
式
が
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
）。

　

少
年
の
弁
護
人
が
現
れ
な
い
場
合
、
直
ち
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
緊
急
事
態
を
除
き
、
後
日
に
事
案
を
送
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ

の
際
に
は
、
当
該
後
日
へ
の
延
期
を
弁
護
人
に
通
知
す
る
た
め
に
と

ら
れ
た
手
続
の
痕
跡
を
書
類
に
残
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
弁
護
人

が
、
新
た
に
決
め
ら
れ
た
日
時
に
も
現
れ
な
い
場
合
、
懲
戒
委
員
会

は
正
式
に
開
催
さ
れ
う
る
。

　

多
く
の
行
刑
施
設
に
お
い
て
既
に
行
わ
れ
て
い
る
実
務
に
従
い
、

弁
護
人
が
懲
戒
の
審
問
に
出
席
す
る
た
め
に
、
行
刑
施
設
が
あ
る
場

所
を
管
轄
す
る
大
審
裁
判
所
の
弁
護
士
会
と
の
協
定
が
作
成
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
（
一
定
数
の
弁
護
人
の
専
門
化
、
当
直
弁
護
人
等
）。

６
．
２
―
あ
ら
ゆ
る
少
年
に
適
用
さ
れ
う
る
懲
罰

　

刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
九
条
の
適
用
に
基
づ
き
、

被
拘
禁
者
が
少
年
で
あ
る
場
合
に
は
、
懲
罰
は
、
少
年
の
年
齢
、
人

格
、
及
び
、
弁
識
能
力
の
程
度
を
考
慮
し
、
言
渡
さ
れ
る
。

　

少
年
へ
適
用
さ
れ
う
る
懲
罰
は
、
よ
り
多
く
の
選
択
肢
を
提
供
す

（法政研究 86－4－80）
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る
こ
と
に
よ
り
、
懲
罰
房
の
使
用
と
い
う
手
段
に
訴
え
る
こ
と
を
制

限
す
る
目
的
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
懲
罰
は
、
教
育
的
性
質
を
も
伴
う

が
、
特
に
、
そ
れ
は
、
少
年
に
適
し
た
修
復
と
い
う
懲
罰
に
お
い
て

で
あ
る
。
懲
罰
は
、
第
一
に
、
少
年
に
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
惹
起

さ
れ
た
損
害
に
つ
い
て
自
覚
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
懲
罰
は
、
治
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。

適
用
可
能
な
懲
罰
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
Ｒ
．
五
七
―
七
―
三
五
条
一

号
乃
至
六
号
ま
で
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。：

―
１　

戒
告
、

―
２�　

最
大
一
五
日
間
、
衛
生
管
理
品
及
び
信
書
に
必
要
な
製
品
の

購
入
を
除
く
、
全
て
の
自
弁
に
よ
る
購
入
の
権
利
の
剥
奪
、

―
３�　

最
大
一
五
日
間
、
少
年
が
個
別
に
使
用
す
る
あ
ら
ゆ
る
視
聴

覚
機
器
の
剥
奪
（
行
わ
れ
た
違
反
行
為
が
こ
れ
ら
の
機
器
の
う

ち
の
一
つ
の
使
用
と
は
関
係
が
な
い
場
合
も
含
む
）、

―
４　

修
復
活
動
、

―
５�　

最
大
八
日
間
、
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び
余
暇
の
娯

楽
の
剥
奪
ま
た
は
制
限
、

―
６　

通
常
の
単
独
房
で
の
閉
居
。

複
数
懲
罰
、
特
に
、
房
で
の
独
居
及
び
視
聴
覚
機
器
の
剥
奪
の
併

課
の
言
渡
し
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
言
渡
さ
れ
た

懲
罰
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
の
は
懲
戒
委
員
会
の
権
限
で
あ
る
。

修
復
活
動

　

刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
三
七
条
は
、
以
下
に
、
可
能

な
修
復
活
動
を
列
挙
す
る
。

１　

違
反
行
為
の
被
害
者
に
対
す
る
口
頭
で
の
謝
罪
、

２　

謝
罪
書
面
の
作
成
、

３�　

行
わ
れ
た
違
反
行
為
及
び
違
反
行
為
が
引
き
起
こ
し
た
損
害
に

関
す
る
書
面
の
作
成
、

４�　

全
時
間
が
十
時
間
を
超
え
得
な
い
期
間
の
、
施
設
内
の
清
掃
活

動
ま
た
は
整
頓
の
履
行
。

従
っ
て
、
被
害
者
の
み
な
ら
ず
（
例
え
ば
：
口
頭
ま
た
は
書
面
で

の
謝
罪
）、
集
団
の
観
点
か
ら
の
修
復
が
問
題
と
な
り
う
る
。
ゆ
え

に
、
修
復
活
動
は
、
行
わ
れ
た
違
反
行
為
及
び
集
団
に
惹
起
さ
れ
損

害
に
対
す
る
少
年
か
ら
の
書
面
に
よ
り
構
成
さ
れ
う
る
。

　

少
年
は
、
集
団
の
た
め
に
活
動
を
履
行
す
る
よ
う
導
か
れ
う
る
。

主
に
、
建
物
の
清
掃
ま
た
は
整
頓
の
作
業
が
対
象
と
な
る
。
当
該
懲

（86－4－81）
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罰
は
、
集
団
に
割
り
あ
て
ら
れ
た
設
備
の
破
壊
が
あ
っ
た
場
合
に
、

刑
務
所
内
で
の
集
団
が
被
っ
た
損
害
を
、
少
年
に
自
覚
さ
せ
る
た
め

に
使
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
修
復
の
こ
の
特
定
の
措
置
は
、
他
の
三

つ
の
活
動
と
は
異
な
り
、
少
年
に
よ
り
行
わ
れ
た
懲
戒
対
象
と
な
る

違
反
行
為
が
衛
生
管
理
に
関
す
る
規
定
へ
の
違
反
に
関
係
す
る
場
合

に
の
み
言
い
渡
さ
れ
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
唯
一
問
題
と
な
る
の
は
、

修
復
と
い
う
懲
罰
が
、
違
反
行
為
を
行
う
状
況
と
結
び
つ
く
独
自
の

性
質
を
有
す
る
場
合
で
あ
る
。

　

検
討
さ
れ
る
修
復
活
動
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
少
年
及
び
親

権
保
持
者
の
事
前
の
同
意
を
得
た
の
ち
に
の
み
言
い
渡
さ
れ
う
る

（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
五
―
三
七
条
）。

一
般
房
で
の
閉
居

少
年
に
対
す
る
閉
居
罰
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―

三
八
条
乃
至
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
二
条
及
び
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―

五
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
執
行
さ
れ
る
。

・
一
六
歳
以
上
の
被
拘
禁
者
に
対
し
て

　

閉
居
は
、
行
わ
れ
た
規
律
違
反
行
為
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

れ
、
言
渡
さ
れ
う
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
三
五

条
）。

　

一
般
房
で
の
閉
居
罰
の
日
数
は
、
行
わ
れ
た
違
反
に
応
じ
て
異
な

る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
二
条
）。

―
そ
の
日
数
は
、
第
一
級
の
違
反
に
つ
い
て
は
最
長
七
日
間
、

―
第
二
級
の
違
反
に
つ
い
て
は
五
日
間
、

―
第
三
級
の
違
反
に
つ
い
て
は
三
日
間
で
あ
る
。

・
一
六
歳
未
満
の
年
齢
の
被
拘
禁
者
に
対
し
て

一
六
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
一
般
房
で
の
閉
居
は
、
第
一
級
の

所
定
の
違
反
行
為
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
三
五
条
最

終
項
）
に
対
し
て
の
み
言
い
渡
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

一
六
歳
以
上
の
被
拘
禁
少
年
に
対
し
て
懲
罰
区
画
へ
の
収
容
罰
が
課

せ
ら
れ
る
違
反
行
為
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
一
条
に
あ
る
第
一
級
の
違
反

行
為
の
中
の
最
初
の
七
つ
が
対
象
と
な
る
。

1�　

職
員
、
ま
た
は
、
施
設
内
で
の
任
務
遂
行
者
も
し
く
は
訪
問
者

に
対
し
て
物
理
的
暴
力
行
為
を
行
使
す
る
ま
た
は
行
使
し
よ
う
と

す
る
こ
と

2�　

被
拘
禁
者
に
対
し
て
物
理
的
暴
力
行
為
を
行
使
す
る
ま
た
は
行

使
し
よ
う
と
す
る
こ
と

3�　

人
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
暴
力
行
為
が
先
行
す
る
も
し
く
は
そ

れ
を
伴
う
集
団
活
動
、
ま
た
は
、
施
設
の
安
全
を
脅
か
す
性
質
の

（法政研究 86－4－82）
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懲
罰
房
へ
の
収
容
日
数
の
総
計
は
、
第
一
級
の
違
反
者
に
対
し
て

は
最
大
七
日
間
、
及
び
第
二
級
の
違
反
者
に
対
し
て
は
最
大
五
日
間

で
あ
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
八
条
）。

　

第
三
級
の
違
反
行
為
で
少
年
を
懲
罰
区
画
へ
の
収
容
に
よ
り
罰
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ａ
―
予
防
収
容
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
一
―
一
八
条
）

　

一
六
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
懲
罰
房
へ
の
予
防
的

収
容
は
、
懲
罰
区
画
へ
の
収
容
罰
が
課
せ
ら
れ
る
第
一
級
の
違
反
行

為
、
す
な
わ
ち
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
一
条
に
規
定

さ
れ
る
以
下
の
七
つ
の
違
反
行
為
に
対
し
て
、
か
つ
、
当
該
措
置
が
、

違
反
を
終
局
さ
せ
ま
た
は
施
設
内
の
秩
序
を
保
持
す
る
た
め
の
唯
一

の
方
法
で
あ
る
場
合
に
の
み
可
能
と
な
る
。

１�　

職
員
、
ま
た
は
、
施
設
内
で
の
任
務
遂
行
者
も
し
く
は
訪
問
者

に
対
し
て
物
理
的
暴
力
行
為
を
行
使
す
る
ま
た
は
行
使
し
よ
う
と

す
る
こ
と
、

２�　

被
拘
禁
者
に
対
し
て
物
理
的
暴
力
行
為
を
行
使
す
る
ま
た
は
行

使
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、

３�　

人
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
暴
力
行
為
が
先
行
す
る
も
し
く
は
そ

れ
を
伴
う
集
団
活
動
、
ま
た
は
、
施
設
の
安
全
を
脅
か
す
性
質
の

あ
ら
ゆ
る
集
団
活
動
へ
参
加
す
る
ま
た
は
参
加
し
よ
う
と
す
る
こ

と
、

４�　

暴
力
行
為
に
よ
る
威
迫
ま
た
は
強
制
に
よ
り
、
約
束
も
し
く
は

事
前
放
棄
、
ま
た
は
、
何
ら
か
の
財
物
の
引
渡
し
を
獲
得
す
る
こ

と
ま
た
は
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、

５　

他
者
の
安
全
を
脅
か
す
性
質
の
行
為
を
意
図
的
に
行
う
こ
と
、

６�　

脱
走
に
加
担
す
る
こ
と
ま
た
は
脱
走
の
計
画
に
参
加
す
る
こ

と
、

７�　

人
や
施
設
の
安
全
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
物
ま
た
は
物
質
を
施
設

内
に
持
ち
込
む
こ
と
も
し
く
は
持
ち
込
も
う
と
す
る
こ
と
、
ま
た

は
、
そ
れ
ら
を
保
持
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
あ
ら
ゆ
る
財
物
、
製

品
も
し
く
は
役
務
と
そ
れ
ら
を
交
換
す
る
こ
と
。

ｂ
―
懲
罰
区
画
の
体
制

　

懲
罰
区
画
に
収
容
さ
れ
る
少
年
に
適
用
さ
れ
る
拘
禁
体
制
は
、
成

人
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七

―
七
―
四
五
条
）。

　

従
っ
て
、
少
年
の
個
別
過
程
の
中
で
学
科
教
育
、
職
業
訓
練
、
及

び
、
教
育
活
動
へ
与
え
ら
れ
る
優
越
的
地
位
を
考
慮
し
、
懲
罰
区
画

へ
の
収
容
は
、
学
科
教
育
ま
た
は
職
業
訓
練
の
た
め
の
諸
活
動
を
中

断
さ
せ
な
い
。

　

反
対
に
、
成
人
に
関
し
て
と
同
様
、
懲
罰
房
で
の
罰
は
、
罰
の
実

（86－4－85）
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あ
ら
ゆ
る
集
団
活
動
へ
参
加
す
る
ま
た
は
参
加
し
よ
う
と
す
る
こ

と
4�　

暴
力
行
為
に
よ
る
威
迫
ま
た
は
強
制
に
よ
り
、
約
束
も
し
く
は

放
棄
、
ま
た
は
、
何
ら
か
の
財
物
の
引
渡
し
を
獲
得
す
る
こ
と
ま

た
は
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と

5　

他
者
の
安
全
を
脅
か
す
性
質
の
行
為
を
意
図
的
に
行
う
こ
と

6　

脱
走
に
加
担
す
る
こ
と
ま
た
は
脱
走
の
計
画
に
参
加
す
る
こ
と

7�　

人
も
し
く
は
施
設
の
安
全
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
物
質
ま
た
は
物

体
を
施
設
内
に
持
ち
込
む
こ
と
も
し
く
は
持
ち
込
も
う
と
す
る
こ

と
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
を
保
持
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
あ
ら
ゆ
る

財
物
、
製
品
も
し
く
は
役
務
と
そ
れ
ら
を
交
換
す
る
こ
と

一
六
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
閉
居
の
期
間
は
、
最
大
で
三
日
間

で
あ
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
二
条
）。

・
全
て
の
少
年
に
適
用
さ
れ
る
閉
居
制
度

　

成
人
の
被
拘
禁
者
の
閉
居
罰
と
は
対
照
的
に
、
当
該
罰
は
少
年
の

た
め
に
、
就
学
ま
た
は
職
業
訓
練
の
中
断
を
生
じ
さ
せ
な
い
（
刑
事

訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
〇
条
）。
Ｐ
Ｊ
Ｊ
の
公
的
部
局
の

機
関
職
員
は
、
教
育
的
介
入
の
継
続
を
保
障
す
る
。

　

加
え
て
、
独
居
房
に
閉
居
さ
れ
て
い
る
未
成
年
者
は
、
少
な
く
と

も
一
日
一
時
間
、
屋
外
へ
の
散
歩
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
独
居

房
で
の
閉
居
罰
は
、
信
書
及
び
電
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

権
利
へ
の
制
限
も
、
訪
問
者
を
受
入
れ
る
権
利
の
制
限
を
も
生
じ
さ

せ
な
い
。
独
居
房
で
の
閉
居
罰
は
、
礼
拝
へ
の
参
加
の
可
能
性
を
維

持
す
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
〇
条
）。

　

反
面
、
独
居
房
で
の
閉
居
罰
は
、
そ
の
全
て
の
期
間
に
お
い
て
、

衛
生
上
の
製
品
及
び
信
書
に
要
す
る
購
入
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
自
弁
購

入
の
行
使
の
権
利
を
中
断
さ
れ
、
就
学
及
び
職
業
訓
練
活
動
を
除
く

あ
ら
ゆ
る
活
動
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
中
断
さ
れ
る
（
刑
事
訴
訟
法
典

Ｒ
．
五
七
―
七
―
三
九
条
）。

６
．
３
―�

一
六
歳
以
上
の
少
年
に
対
す
る
独
自
の
懲
罰
（
刑
事
訴
訟

法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
三
六
条
）

６
．
３
．
１�

―
職
ま
た
は
職
業
訓
練
活
動
の
中
断
と
い
う
独
自
の
懲

罰

　

最
大
三
日
間
の
当
該
懲
罰
は
、
仕
事
ま
た
は
職
業
訓
練
活
動
の
最

中
ま
た
は
そ
の
機
会
に
乗
じ
て
、
規
律
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合

に
言
い
渡
さ
れ
う
る
。

　

一
六
歳
以
上
の
少
年
に
唯
一
適
用
さ
れ
う
る
当
該
懲
罰
は
、
重
大

な
違
反
行
為
の
場
合
に
の
み
言
い
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
社
会

（86－4－83）
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復
帰
の
た
め
の
措
置
の
除
外
は
例
外
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

職
や
職
業
訓
練
か
ら
の
終
局
的
な
除
斥
は
、
懲
罰
委
員
会
に
お
い

て
は
言
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

６
．
３
．
２
―
懲
罰
房
収
容
と
い
う
一
般
的
懲
罰

　

当
該
懲
罰
は
、
一
六
歳
以
上
の
少
年
に
例
外
的
な
場
合
と
し
て
の

み
言
い
渡
さ
れ
う
る
。

　

懲
罰
房
の
収
容
に
よ
り
懲
罰
が
課
せ
ら
れ
る
余
地
の
あ
る
違
反
行

為
と
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
一
条
及
び
第
Ｒ
．
五

七
―
七
―
二
条
に
規
定
さ
れ
る
最
初
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
そ
れ

ぞ
れ
最
も
重
大
な
違
反
行
為
に
限
定
さ
れ
る
。

　

以
下
の
違
反
行
為
が
問
題
と
な
る
。

―
第
一
級
の
違
反
行
為（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
一
条
）

１�　

職
員
、
ま
た
は
、
施
設
内
で
の
任
務
遂
行
者
も
し
く
は
訪
問
者

に
対
し
て
物
理
的
暴
力
行
為
を
行
使
す
る
ま
た
は
行
使
し
よ
う
と

す
る
こ
と
、

２�　

被
拘
禁
者
に
対
し
て
物
理
的
暴
力
行
為
を
行
使
す
る
ま
た
は
行

使
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、

３�　

人
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
暴
力
行
為
が
先
行
す
る
も
し
く
は
そ

れ
を
伴
う
集
団
活
動
、
ま
た
は
、
施
設
の
安
全
を
脅
か
す
性
質
の

あ
ら
ゆ
る
集
団
活
動
へ
参
加
す
る
ま
た
は
参
加
し
よ
う
と
す
る
こ

と
、

４�　

暴
力
行
為
に
よ
る
威
迫
ま
た
は
強
制
に
よ
り
、
約
束
も
し
く
は

事
前
放
棄
、
ま
た
は
、
何
ら
か
の
財
物
の
引
渡
し
を
獲
得
す
る
こ

と
ま
た
は
獲
得
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、

５　

他
者
の
安
全
を
脅
か
す
性
質
の
行
為
を
意
図
的
に
行
う
こ
と
、

６�　

脱
走
に
加
担
す
る
こ
と
ま
た
は
脱
走
の
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
、

７�　

人
や
施
設
の
安
全
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
物
ま
た
は
物
質
を
施
設

内
に
持
ち
込
む
こ
と
も
し
く
は
持
ち
込
も
う
と
す
る
こ
と
、
ま
た

は
、
そ
れ
ら
を
保
持
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
あ
ら
ゆ
る
財
物
、
製

品
も
し
く
は
役
務
と
そ
れ
ら
を
交
換
す
る
こ
と
。

―
第
二
級
の
違
反
行
為（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
二
条
）

1�　

職
員
、
行
刑
施
設
ま
た
は
行
政
も
し
く
は
司
法
当
局
内
の
任
務

遂
行
者
も
し
く
は
訪
問
者
に
対
し
て
、
侮
辱
、
脅
迫
ま
た
は
公
務

に
対
し
侮
辱
す
る
こ
と
、

8�　

被
拘
禁
者
に
対
し
て
侮
蔑
ま
た
は
脅
迫
す
る
こ
と
、

6　

自
ら
に
言
い
渡
さ
れ
た
懲
罰
か
ら
免
れ
る
こ
と
、

7�　

第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
一
条
の
三
号
に
規
定
さ
れ
る
場
合
を
除

き
、
施
設
の
秩
序
を
乱
す
性
質
の
あ
ら
ゆ
る
集
団
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
。

（法政研究 86－4－84）
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施
中
に
お
い
て
も
、
日
に
最
低
一
時
間
の
戸
外
へ
の
散
歩
の
剥
奪

も
、
信
書
の
発
受
の
権
利
ま
た
は
電
話
を
す
る
権
利
へ
の
い
か
な
る

制
限
も
も
た
ら
さ
な
い
（
七
日
間
で
一
度
）。

　

同
様
に
、
拘
禁
中
に
お
い
て
も
少
年
に
よ
り
維
持
さ
れ
る
家
族
関

係
の
最
も
重
要
な
役
割
を
理
由
に
、
家
族
に
よ
る
訪
問
、
及
び
、
少

年
の
教
育
若
し
く
は
社
会
復
帰
に
実
際
に
関
与
す
る
そ
の
他
の
全
て

の
人
に
よ
る
訪
問
は
、
通
常
の
間
隔
を
維
持
さ
れ
る
（
刑
事
訴
訟
法

典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
四
五
条
）。
そ
の
身
分
の
評
価
は
、
Ｐ
Ｊ
Ｊ

の
機
関
と
行
刑
機
関
と
の
間
の
一
致
に
よ
り
確
立
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
少
年
が
、
弁
護
人
、
領
事
館
の
代
表
者
、
権
利
擁
護
官

及
び
そ
の
代
理
人
、
拘
禁
施
設
総
監
督
官
及
び
そ
の
監
督
官
［
代
理

人
？
］、
医
療
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
、
行
刑
職
員
、
少
年
司
法
保
護

局
の
公
的
部
局
の
職
員
、
並
び
に
、
少
年
が
選
択
し
た
宗
教
の
司
祭

と
面
会
す
る
権
利
は
維
持
さ
れ
る
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―

七
―
四
五
条
）。

�

（
大
貝
葵
）

６
．
４
―
懲
罰
の
宣
告
及
び
執
行
態
様

　

成
人
に
対
し
て
、
一
つ
の
違
反
行
為
に
対
し
複
数
の
懲
罰
の
宣
告

を
許
容
す
る
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
五
〇
条
の
規
定

は
、
少
年
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

従
っ
て
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
五
二
条
の
文
言
に

従
い
、
懲
罰
委
員
会
の
長
は
、
少
年
に
対
し
て
、
一
つ
の
違
反
行
為

に
つ
き
一
つ
の
懲
罰
し
か
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
懲
罰
委
員
会
が
複
数
の
違
反
行
為
に
つ
き
同
じ
日
に

意
見
を
表
明
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
場
合
、
懲
罰
委
員
会
の
長
は
、

違
反
行
為
ご
と
に
一
つ
の
懲
罰
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
事

訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
五
三
条
）。

　

こ
の
場
合
、
委
員
会
の
長
が
反
対
の
決
定
を
下
さ
な
い
限
り
、
宣

告
さ
れ
る
懲
罰
の
期
間
は
、
累
積
す
る
が
、
同
種
の
懲
罰
の
累
積
さ

れ
た
期
間
は
、
最
も
重
い
違
反
行
為
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
上
限
を
超

え
な
い
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
五
三
条
）。

　

例
え
ば
、
第
一
級
の
独
立
し
た
三
つ
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
決
定

を
下
す
た
め
、
一
六
歳
以
上
の
少
年
が
懲
罰
委
員
会
に
召
喚
さ
れ
る

場
合
、
当
該
少
年
に
は
、
以
下
の
懲
罰
が
課
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

―
懲
罰
房
へ
の
閉
居
五
日
間
、

―
懲
罰
房
へ
の
閉
居
四
日
間
、

―
少
年
が
個
人
で
使
用
す
る
視
聴
覚
機
器
の
剥
奪
一
〇
日
間
。

　

こ
の
場
合
、
委
員
会
の
長
が
反
対
の
決
定
を
下
さ
な
い
限
り
、
二

つ
の
懲
罰
房
へ
の
閉
居
は
累
積
的
に
執
行
さ
れ
る
が
、
但
し
、
七
日

を
限
度
と
す
る
。

　

反
対
に
、
懲
罰
委
員
会
の
長
の
決
定
に
従
い
、
二
つ
の
懲
罰
が
同

時
に
執
行
さ
れ
、
少
年
は
五
日
間
の
み
懲
罰
房
に
と
ど
ま
る
場
合
も

（法政研究 86－4－86）
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あ
り
う
る
。

　

テ
レ
ビ
の
は
く
奪
の
懲
罰
は
、
少
年
が
一
般
房
に
戻
っ
た
時
点
か

ら
起
算
し
て
、
一
〇
日
間
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

執
行
猶
予
は
、
全
て
の
懲
罰
に
対
し
て
、
最
大
三
カ
月
間
宣
告
可

能
で
あ
り
（
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
五
五
条
）、
刑
事

訴
訟
法
典
第
Ｒ
．
五
七
―
七
―
五
八
条
に
規
定
さ
れ
る
、
清
掃
活
動

の
実
施
を
伴
う
執
行
猶
予
は
、
閉
居
罰
に
関
し
問
題
と
な
る
。
但
し
、

後
者
の
懲
罰
は
、
一
六
歳
以
上
の
被
拘
禁
者
に
対
し
て
の
み
宣
告
可

能
で
、
そ
の
期
間
は
、
全
体
で
二
〇
時
間
が
上
限
で
あ
る
。
少
年
の

同
意
の
事
前
獲
得
は
、
必
要
的
で
あ
る
。

　

清
掃
活
動
の
不
履
行
が
監
視
職
員
の
報
告
書
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

る
場
合
、
Ｐ
Ｊ
Ｊ
の
機
関
の
所
見
が
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

宣
告
さ
れ
る
懲
罰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
該
少
年

の
親
権
保
持
者
ま
た
は
法
定
代
理
人
は
、
郵
便
で
通
知
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

刑
事
訴
訟
法
典
第
五
七
―
七
―
二
九
条
の
規
定
に
従
い
、
施
設
長

は
、
決
定
の
写
し
を
、
一
方
で
、
行
刑
機
関
の
地
域
間
局
長
及
び
少

年
司
法
保
護
局
の
地
域
間
局
長
に
、
他
方
で
、
少
年
係
判
事
、
ま
た

は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
手
続
書
類
の
付
託
さ
れ
た
司
法
官
に
交
付
す

る
。
施
設
長
は
、
同
様
に
、
親
権
保
持
者
に
も
通
知
す
る
。

　

施
設
長
は
、
同
様
に
、
刑
罰
適
用
委
員
会
、
及
び
、
少
年
に
対
し

て
宣
告
さ
れ
た
、
一
般
房
及
び
懲
罰
房
へ
の
あ
ら
ゆ
る
閉
居
罰
に
つ

き
、
少
年
を
個
別
に
監
視
す
る
任
を
負
う
、
学
際
的
チ
ー
ム
に
報
告

す
る
。

６
．
５
―�

閉
居
ま
た
は
懲
罰
房
に
い
る
少
年
に
対
す
る
Ｐ
Ｊ
Ｊ
の
教

育
的
介
入
の
継
続
性

　

閉
居
ま
た
は
懲
罰
区
画
へ
の
収
容
に
よ
っ
て
、
被
拘
禁
少
年
に
対

す
る
少
年
司
法
保
護
局
の
教
育
的
介
入
の
継
続
性
は
害
さ
れ
な
い
。

Ｐ
Ｊ
Ｊ
の
公
的
機
関
の
専
門
職
員
は
、
閉
居
ま
た
は
懲
戒
区
画
の
拘

束
的
枠
組
の
中
で
、
個
別
的
か
つ
適
合
的
な
教
育
活
動
の
実
施
に

よ
っ
て
、
少
年
に
対
し
て
日
常
的
に
介
入
す
る
。

　

懲
罰
の
間
、
教
育
的
ケ
ア
の
継
続
性
に
よ
り
、
以
下
の
こ
と
が
追

求
さ
れ
る
。

―
教
育
的
関
係
の
維
持
、

―
少
年
の
要
求
ま
た
は
需
要
の
探
知
、

―
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
接
続
。

　

本
通
達
の
適
用
に
お
い
て
生
じ
る
困
難
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
我
々
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

知
事
、
行
刑
局
長

H
enri M

A
SSE

（86－4－87）
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少
年
司
法
保
護
局
長

Jean

―Louis D
A
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S

�

（
井
上
宜
裕
）

�

（
完
）

【
付
記
】�

本
資
料
は
、
二
〇
一
九
年
度
末
延
財
団
研
究
会
助
成
に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（法政研究 86－4－88）


